
ロシアによる
ウクライナ侵攻

最新のトピックスに関する教材最新のトピックスに関する教材
　教科書全体を通して、基礎的・基本的な知識が確実に定着するよう、多彩な教材を掲載しています。現代的な諸課題や最新のト

ピックス、抽象的な事象を分かりやすく具体化するイラスト教材など代表的なものをご紹介いたします。

先生・生徒がわくわくする楽しい教科書44

ロシアによるウクライナ侵攻
については、第4編第1章第
2節「国際社会の課題と私た
ちの取り組み」にてコラムや
難民・避難民の受け入れに
関する教材を設けています。

AI、自動運転、3Dプリンターなど新しい科学技術
に関する教材を多数取り扱っています。

社会保障制度の学習のなかで、行政
による支援が行き届きにくい課題を
抱えるヤングケアラーについてのコ
ラムを掲載しています。

労働の学習では、テレワーク、
サテライトオフィス、定年退
職後の再雇用など、近年増
加している新しい働き方につ
いての記述を設けています。

学校制服の選択制や地方公共団体によるパー
トナーシップ制度を紹介しています。

新型コロナウイルス
感染症

新しい科学技術

新しい働き方

性の多様性

ヤングケアラー

204 205
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10

15

へと流出しました。世界では、ロシアの核
か く

兵器が使用されることへ
の不安と懸

け

念
ね ん

が高まりました。国連安全保
ほ

障
しょう

理事会は、常任理事国
であるロシアが拒

き ょ

否
ひ

権をもつため十分な対応をとることができてい
ません。また、原油や天然ガスの価格上

じょう

昇
しょう

など、世界の経
け い

済
ざ い

やエネ
ルギー供

きょう

給
きゅう

にも影
え い

響
きょう

をおよぼしました。

21世紀に入って、東アジア地域では大きな変
動が起こりました。アメリカに次ぐ世界第2

位のGDPまで急速な経済発展をとげた中国は、世界の政治と経済
に対して大きな存

そ ん

在
ざ い

感を示しています。同時に、中国は軍事的な目
的や資源開発のために海洋進出をおし進めて、日本を含

ふ く

む周辺諸国
との間に緊

き ん

張
ちょう

を生み出しています。北
き た

朝
ちょう

鮮
せ ん

は、国内の経済的な困
こ ん

難
な ん

にもかかわらず、核兵器やミサイルの開発を推
す い

進
し ん

し、国際社会から
のきびしい批

ひ

判
は ん

を浴びました。日本とのあいだでは、拉
ら

致
ち

被
ひ

害
が い

者
し ゃ

の
問題もいまだ解決していません。拉致問題は、被害者の人権や日本
の国家主権を侵害する重大な問題です。日本政府は、問題解決に向
けた取り組みを続けています。
　東アジアは、世界のなかでみても、国家間の関係が最も不安定な
地域の一つであり、地域の諸国が協力し、また国際社会の支

し

援
え ん

を得
て解決をはかることが必要となっています。

P.211

8 9

P.192

東アジアの
変化と課題

現代の紛争とはどのような戦争
か、本文からぬき出しましょう。

日本と中国、北朝鮮をめぐる課
題についてまとめましょう。

確認確認

表現表現

8 南シナ海の緊張関係（2022年）　中国は
一方的な境界線を主張し、南

な ん

沙
さ

諸島の岩
が ん

礁
しょう

を
埋
う

め立てました（写真）が、常設仲裁裁判所で
違
い

法
ほ う

性が認
に ん

定
て い

されました。周辺はフィリピン
やベトナムなども領有権の主張を行っており、
緊張が続いています。　 資料活用資料活用 この対立
が日本の貿易にあたえる影響を考えましょう。

9 韓
か ん

国
こく

と北朝鮮の首
し ゅ

脳
の う

会談（2018年）
中央の境界は両国の軍事境界線です。

冷戦とはどのような対立だったかを、ふり返りましょう。歴史

ロシアによるウクライナ侵攻
公民公民
++αα
　旧ソ連の解体で国が分かれた後、ロシアとウクライナの
間にはクリミア半島の帰属をめぐる紛争があり、2014年に
はロシアがクリミア半島に軍事侵攻し併

へ い

合
ご う

しました。危
き

機
き

感を覚えたウクライナの政権は、北大西洋条約機構
（N

ナ ト ー

ATO）加
か

盟
め い

の姿
し

勢
せ い

を明確にしますが、これに対
た い

抗
こ う

したロ
シアが2022年にウクライナに軍事侵攻し、首都のキーウが

攻撃されるなど全面的な戦争
となりました。ウクライナに
は、欧

お う

米
べ い

諸国からの経済・軍
事援助があり、戦争は長期化
しています。
　NATOには、冷戦後に、東
欧諸国の加盟が続き、ロシア
は国境を接するウクライナの

加盟を安全保障
上の脅

きょう

威
い

ととらえ、
NATO諸国もロ
シアを刺

し

激
げ き

しない
ようウクライナの
加盟には慎

し ん

重
ちょう

で
す。この侵攻を機に、中立政策をとっていたスウェーデン
とフィンランドがNATO加盟を申

し ん

請
せ い

しました。

年 できごと
1991 ソ連解体、ウクライナ独立
1992 クリミア議会、独立決議 

（最終的にはウクライナ所属）
1994 ●核兵器放棄（米英ロによる安全保障）

2004-05 ●オレンジ革
かく

命
めい

（民主化進む）
2010 ●親ロシア政権

2013-14 ●マイダン革命、親欧米政権
2014 ロシア、クリミア併合
2022 ロシア、ウクライナに軍事侵攻

6 破壊されたキー
ウ近郊のまちと破

は

棄
き

されたロシア軍の戦
車（2022年、ウクラ
イナ）

7 ロシアとウクライ
ナの年表（●ウクラ
イナのできごと）

5 ウクライナとヨーロッパ
1000km0

ウクライナ
キーウ

モスクワ

クリミア半島

ロシア

ポーランド

フィンランド
スウェーデン

ドイツ

（「ディルケ世界地図帳」2018年ほか）

NATO加盟国（2023年）

2021年度版中学社会地理的分野教科書
C222_02_02

ヨーロッパの宗教分布
2019年1月　地図制作：ジェイ・マップ

関連資料

P.71

P.186

P.16P.33巻末4

P.179

P.158

P.13

P.205 P.54

新型コロナウイルス感染症に
ついては、グローバル化、公
共の福祉、景気変動、社会保
障制度など、公民的分野の
学習内容に関係する箇所で
教材として取り扱っています。
また、訪日外国人旅行者数や
国の歳出額など、新型コロナ
ウイルス感染症によって統
計数値が大きく変化したグ
ラフについては、読み取りに
支障のないよう、その旨に触
れています。

公共の福祉

P.179

公衆衛生

グローバル化
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多文化共生社会

　温室効果ガスの排出削減や、エネルギー
のベストミックス、原子力発電所に関する
諸課題など、生徒が自分事として考察する
ことのできる教材として掲載しています。
　また、カーボンニュートラルやマイクロ
プラスチックの海洋汚染など近年注目を集
めている事項についても取り扱っています。

環境・資源・
エネルギー

防災・減災

　近年多発する自然災害については、東日本大震災の津波被害、自
助・共助・公助の考え方といった防災・減災に関する事例のほか、
地域社会での取り組みや行政の備え、災害からの復興における課題な
ど公民的分野の学習内容に関連した教材を掲載しています。

人権

P.77

P.20

P.102

P.21

現代的な諸課題を扱った豊富な教材現代的な諸課題を扱った豊富な教材
先生・生徒がわくわくする楽しい教科書44

従来からの課題に加えて、現代における新しい課題にも目配りして掲載し、生徒自らもかかわ
る課題として解決に取り組むことができるようにしています。

社会を形作る文化、文化の
多様性、文化の継承の観点
から教材を掲載しています。

伝統・文化

P.55

P.19

このほかにも様々な教材
があります。

平和・命の尊さ

マララ・ユスフザイさんや中村哲さんなど、日本や世界の事例を
掲載しています。他国を尊重し国際社会の平和と発展に
寄与する態度を育てる教材になるよう工夫しています。

P.68
P.203  

P.213

④わくわくする教科書②デジタルへの対応 ③主権者の育成 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編①指導と評価
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日本の領域についての学習では、北方領土、
竹島、尖閣諸島が日本固有の領土であることを
明記し、平和的解決に向けての日本の取り組み
を解説しています。
また、本文に加えて、北方領土、竹島、尖閣諸
島についてさらに詳しく整理するコラムを設け
ました。その際、近年他国間において領土問題
が平和的に解決された事例を紹介し、多面的・
多角的に考えられるよう工夫しています。

イラストを用いて
イメージを持ちやすい教材

学習内容を掘り下げるコラム

日本の領土をめぐる
問題・情勢についての教材

生徒の関心を
呼び起こす教材

P.178

P.28

P.197

P.63

公民的分野の学習に特有の抽象的な社会的
事象を具体的にイメージできるように、イ
ラスト教材を豊富に掲載しています。生
徒が基礎的・基本的な知識の習得でつまづ
きにくくなるよう工夫しています。

効率と公正

対立と合意

社会保障

生徒が楽しく学習できる教材生徒が楽しく学習できる教材
先生・生徒がわくわくする楽しい教科書44

P.31

P.165 P.195

領土問題について多面的・
多角的に取り扱うことがで
きますね。

生徒が公民の学習内容に関心を持ちやすく
なるよう、掲載する教材を工夫しています。

P.223

学習内容をさらに掘り下げるコラムとして、公民＋αを設けています。授業を広
げる教材としても、生徒が自習する読み物教材としても扱うことができます。

● ICT の社会への活用...............................................................................P.11
●万博からみる社会の課題 ....................................................................P.15
●文化と宗教の多様性 ............................................................................･P.19
●ハンセン病 ....................................................................................................P.61
●AI と遺伝子情報における人権の課題 .......................................P.67
●沖縄と基地問題 ..........................................................................................P.77
●行政改革 ......................................................................................................P.101
●NPO と行政の協働 .............................................................................P.121
●トレードオフと機会費用 ................................................................P.131

●なぜ貨幣に価値があるのか？ .....................................................P.133
●鶴岡サイエンスパークの取り組み ..........................................P.145
●江戸幕府が苦しんだインフレ .....................................................P.153
●働く人へのインタビュー ................................................................P.155
●М字型カーブとＬ字型カーブ .....................................................P.159
●金融商品のリスクとリターン .....................................................P.163
●日本銀行の金融緩和政策 ................................................................P.165
●大きな政府と小さな政府 ................................................................P.173
●日本の社会保障制度の落とし穴とヤングケアラー ....P.179
●日本の領土をめぐる問題の解決に向けて ............. P.196-197
●EU の課題 ..................................................................................................P.201
●パレスチナ問題 ......................................................................................P.203
●ロシアによるウクライナ侵攻 .....................................................P.205

公民公民
++αα 公民＋α一覧
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社会的事象等について調べ、
まとめる技能の育成に資する教材

生徒の学習を支援する
ページの充実

学習を進めるうえで役に立つページ学習を進めるうえで役に立つページ
先生・生徒がわくわくする楽しい教科書44

現代の社会的事象に関する情報を効果的に調べ、まとめる技能
を育成できるよう、多様な教材を設けています。

授業のなかで度々必要になる世界地図を大きく掲載していま
す。

情報スキルアップ

思考ツール

ニュースを見方・考え方
から見てみよう

P.168

特設ページ「情報スキルアップ」は、情報リ
テラシーや情報モラルについて学習できる教材
として設けています。フィルターバブル、エコー
チェンバー現象などSNSを利用する上での注意
点や、新聞社による記事の書きぶりの比較など
についての学習を行えます。

生徒の主体的・対話的で深い学びを支援するために、収集し
た情報についてまとめたり深めたりする際に活用できる多様な
思考ツールを掲載しています。巻末には教科書中に登場する
思考ツールの使い方を簡単に説明するページを設けています。

社会科の学習で身につけたことを実社会で生かすきっかけとなるよ
う、知識や見方・考え方を働かせて新聞記事などのニュースの内
容を読み取り考察する「ニュースを見方・考え方から見てみよう」
コーナーを設けており、NIE が実践できるようにしています。

法令集では、教科書中
に取り上げている主な法
令の内容を抜粋して掲載
しています。日本国憲法
については、難しい言葉
に解説を付しています。

P.254-255

P.258

P.64

P.260

巻末2

P.81

P.232

教科書中に登場する
語句の用語解説や、
GDPとGNIなど、生
徒が混同してしまい
やすい語句の違いを
解説する類似用語
集を設けています。

類似用語集は、先生
方のご意見から生ま
れました。
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